


























































































































































































































































































?ｯ 症状 評価 対策
0 苦痛はない 一 一
1 感情が混乱して
｢る
希死念慮につ
｢て尋ねる
共感をもって
X聴する
2 漠然と死を思う 二死念慮につ｢て尋ねる
共感をもって
X聴する
3 漠然と自殺を考
ｦる
意図を評価す
驕i計画や方法）
周囲からどの
?xのサポー
gが得られる
ﾌか評価する
4
希死念慮はある
ｪ精神障害は
ﾈい
意図を評価す
驕i計画や方法）
周囲からどの
?xのサポー
gが得られる
ﾌか評価する
5
希死念慮精神
瘧Qがともにあ
驕Bあるいはき
墲ﾟて深刻な人
ｶのストレスに
ｩ舞われた
意図を評価す
驕i計画や方法）
ｩ殺をしない
ﾆいう約束を
ｵてもらう
精神科医に紹
薰ｷる
6
希死念慮精神
瘧Qがともにあ
驕Bあるいはきわ
ﾟて深刻な人生
ﾌストレスに見
曹墲黷ｽ。ある
｢は不安焦燥
ｴが強く，以前
ﾉも自殺を図った
ｱとがある
（自殺手段が
閧ﾉ入らない
謔､にするた
ﾟに）患者と
齒盾ﾉいる
入院
自殺がおこってしまったら
　以下の対応が推奨されている。1）早期に関
係各部署に事実を伝える，自分を責めない，2）
自分自身に対する援助を求める，信頼できる同
僚や上司に相談，精神科医・臨床心理士に相談
する，3）Death　conference（心理学的剖検）を
おわりに
　私自身，Death　conferencの司会を担当して，
「今後に生かす」ことが本稿をまとめる動機に
なった。普段，いかに物理的にがん患者に接し
ているか，患者とともにがん医療を作りあげる
ためにいかに多くの時間が必要であるか，医師
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は医療を分け与える支配者ではなく，最良の医
療を実現するための指導者であり，かつ患者の
最良の協力者でなければならないことが実感さ
れた。
　本稿の執筆にあたって，院内定期講演会で「自
殺」についてご講演いただき，多くの資料提供
とご指導をいただいた当院精神科科長：下肥秀
人先生に深謝いたします。先生のご協力なくし
ては，本稿をまとめることが不可能でした。
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索藩静静野選外藩藩下下藩藩藩門馬静旧藩馨藩藩馨鑛藩鑛干網馨馨門口静静郎等静藩藩旧藩藩難
誰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　索鞭　　　　　　　　　　　　　これからのガン予防　　　　　　　　　　　　　馨
箒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵬纈●ガンを遠ざけるライフスタイルを　　　　　　　したがって，来世紀にかりに新兵器による　素
馨節聯繋齢㍊嚥
誰介類などを積極的に摂取するといった，ガン
鰹遠ざけるライ・ス・イルが甑することが
審望まれます。　　　　　　か。せいさんそ
鞭つまり，発ガンを促進する活性酸素などのう
鰹・ルを減らし・それを抑制す四丁勲
　　　　　　ビタミンCのような抗酸化剤の摂欝ロチンや，
誰取を最大にしょうとする，いわば通常兵器に
業よる予防です・もう一つは，DNA診断・・もと
誰つく遺伝子工学戦略を活用する，新兵器によ
削る予防があります。
業・のうち，ライフス舛嚇は冷すぐ
誰にでも実行でき，しかもわずかな費用できわ
蝕めて大きな蘇が期待でき・予防法です・・
誰頚グン抑制遺伝子P53の異常をきたす確率は，
纈喫煙総本数が多いほど高くなるということも
裏町・かにされたのでライフスタイル対策の
詣中軸である「禁煙によるガン予防」の根拠が，
誰新しい遺伝子研究でさらに強化されたといえ
業・で・・う・
誰　　　　　　　　　　　　小川一誠　　　　　　　　　　　　　　　　　監修瀞　　　　　　　　　　　田口鐵男
藩難鼎慕驚驚馨慕驚驚驚驚勲驚難慕驚慕饗勢慕慕勢鼎慕藤薯驚驚鼎鼎驚屋陰驚鼎高評西田慕藤詣
嘉灘膿讐蒲藁課驚
つだけでなく，低費用で十分効果が期待でき，索
話ま欝幣備簸懇孟馨
一次予防を強力に推進すべきと思われます。　　嶺
・「ガン予防＋二か条」の実行を　　糞
　ライフスタイルをくふうするのに，国立が囎
　んセンターの提唱する，「ガン予防十二か条」紫
も参考になります・要す・に，穎禁煙（そ糞
　れに減塩，節酒，節脂肪）のような「的を射た」弗
灘纏雛篇論セ蓑
が期待できます。　　　　　　　　　　　　　弗
ガ・ウ・ルスの研究やガ・遺庶抑制遺繋
伝子などの基礎的研究が精力的にすすめられ弗
　ます。それらの研究の成果によって，ガンを　粥
根絶す・新賭の醗が期待・れ・すがそ糞
　れを待つまでもなく，現世代のガンの抑制は，粥
　いわゆる「通常兵器」で十分に可能なのです。　素
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞
「ガ・の早期親・治療の手引き」・り・1用一 ｳ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶺
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